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エグゼクティブサマリー
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2026年6月期は売上高・各段階利益ともに過去最高を更新
2026年6月期の売上高は前期比16.6％増の5,343百万円、営業利益は前期比11.4％増の2,196百万円と

増収増益を達成

全体の契約数が6,000件を突破

法人向けの生成AIサービスの認知および導入実績の拡大
タクシー広告等の積極的なマーケティング施策を実施

大手企業や官公庁を中心として、法人向けの生成AIサービスの導入実績の積み上げが継続

株主還元の拡充
2026年6月期は、中間配当の実施、自己株式の取得・消却、株主優待の導入など、株主還元の充実を積極的に推進

2027年6月期の年間配当金合計は、前期比6円増配の１株当たり30円（配当性向31.4%）の予想

エグゼクティブサマリー
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2026/6 要更新

契約数6千件突破いれる



2026/6期 ハイライト
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売上高 営業利益率 1株当たり配当額

53.4億円 41.1％ 24円

1株当たり当期純利益
(EPS)

契約件数 連続増収増益期数

102.6円 6,000超 19期

（中間配当10円、期末配当14円）



2026/6期 株主還元の実施
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1株当たり年間配当金を増額 自己株式の取得

25/6期 26/6期

14円 24円
上限10億円

（取得期間: 2026年2月16日～8月5日）

株主優待を導入（26/6期より） 自己株式の消却

毎年6月末に100株以上の保有で

デジタルギフト®3,000円分
10万株

（消却日: 2026年5月29日）
※消却前の発行済株式総数に対する割合: 0.61％

自己株購入期実施期間 自己株消却

10億円（2月～8月） 10万株（5/31）

株主優待を導入 1株当たり年間配当額増額

100株で

デジタルギフト®3,000円

24円（配当性向25％）
※2026年6期末は14円を予想中間配当10円。



配当金の推移
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中間予想

一株当たり年間配当金(予想)

30.0円

2027年6月期の年間配当金は、前期比で6円増配となる30円の連続増配を予定

2026年6月期より
新たに中間配当を実施

（単位:円）年間配当金・配当性向の推移

期末予想



会社概要・事業説明
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会社概要

経営理念

ビッグデータ×人工知能で世界を進化させる

会社名

株式会社ユーザーローカル

事業内容

ビッグデ゙ータ分析ツール開発・AI関連ツール開発

資本金

1,220百万円（2026年6月30日時点）

社員数

121名（2026年6月30日時点）

本社所在地

東京都港区芝浦3-1-21
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2026/6 要更新
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利益貢献

利益貢献先行投資 利益貢献先行投資

売上推移（単位:百万円）

利益貢献 利益貢献先行投資

・2009/6期
User Insightリリース

Social Insight リリース

Support Chatbot リリース

東証マザーズ上場

東証一部へ
市場変更

東証プライム市場へ
市場変更

沿革
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先行投資

2026/6 要更新



お客様 当社

Webサイト閲覧者

利用料

デジタルマーケティング

SaaS

AI DX SaaS

SaaS形式で

サービス提供

WEBサイト

SNS

問い合わせシステム

ビッグデータ

データ分析

データ収集

AI自動処理

高い収益性と安定成長を実現するビジネスモデル
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セキュアな
生成AIサービス

SNS利用者

お客様の顧客

お客様の従業員



イノベーションを起こすユーザーローカル5つの強み
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User
Local

2. アルゴリズムを強化する好循環

利用者およびデータ量・種類の増加により、

AI精度や分析力の向上、利用者の増加

5. 高い収益性に基づく安定成長

幅広い企業を顧客基盤とした高い収益性と

ローコストオペレーションにより連続成長を実現

4. ビッグデータ・AIの開発研究

自社AIアルゴリズムの拡充、既存サービスへの

アルゴリズム実装、AIサービスの新規開発を推進

3. テック人材の確保

平均年齢28歳の若い組織で、
大学院卒のエンジニアが多数在籍し研究開発を実施

1. 世の中が求めるサービスの提供

自社開発ツールを活用してユーザーの行動を観察し、

今の世の中のニーズにあったサービスを創出



③AI研究開発②AI DX SaaS①デジタルマーケティングSaaS

世の中が求めるサービスの提供・各製品のコアバリュー
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AIチャットボットによるサポート業務自動化ツール

カンニング抑止AI

AIテキストマイニング

～新たな領域開拓～

法人向け生成AIサービス総合デジタルマーケティングツール

SNS業務を効率化する分析・運用ツール

成長市場のビッグデータ・AI領域で事業を展開

生成AIチェッカー



生成AIでコンテンツ作成・分析・Web接客ができる
総合デジタルマーケティングツール

①デジタルマーケティングSaaS
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記事などのコンテンツを生成AIが自動生成
12種類のヒートマップでユーザー行動を可視化
離脱防止や成果につながるWeb接客

SNS業務を効率化する分析・運用ツール

SNS上でキャンペーンを実施
複数のSNSアカウントを一括管理
自社や競合のアカウントを一括で比較・分析

成果につながるデジタルマーケティングをサポートする総合ツール



生成AIを安心して活用できる法人向け生成AIサービス

②AI DX SaaS 「ChatAI」
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AIの学習に利用されないセキュアな環境で

複数の生成AIモデルを同時利用可能

自社データと生成AIを連携して有効活用

社内の利用状況をダッシュボードで簡単に

管理・蓄積

・入力内容がAI学習に利用さ

れてしまう

・自社データが活用できない

・社員の生成AI利用状況を把

握できない

生成AIの利用に関する
課題

誰でも安心して生成AIを活用することで、あらゆる業務を効率化

誰もが生成AIを最大限に活用できる環境を構築



②AI DX SaaS 「ChatAI」
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複数の生成AIモデルを同時に利用可能

1つのAIモデルに依存しないため、
幅広い業務領域で
最適な生成AIを利用可能

議事録作成 メール作成、文章校正

Excelの関数作成 高度な検索



顧客の社内データと生成AIを連携して、社内用AIとして利用可能（RAG ）

②AI DX SaaS 「ChatAI」
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顧客の社内データと生成AIを連携して、社内用AIとして利用可能（RAG ）

業務データ
（Word、PowerPoint、PDF、Excelなど）

社内マニュアルの検索
商品データから提案資料を作成

旅費交通費の精算手順を教えて

1.交通機関の利用履歴の収集

電車やバス、タクシーなどの領収書やチケットを
保管します。

2.出張申請書の作成

事前に出張申請書を提出して承認を得ている場合
、その書類を用意します。

3.精算申請書の作成

所定の旅費交通費精算書に必要事項を記入します
。通常、出発地、目的地、利用した交通機関、運
賃、日付などを記入します。

画像データ
（JPEG、PNGなど）

音声・動画データ
（MP3、MP4、WAVなど）

手書きのメモや紙文書のデジタル化
モック画像からコードを作成

会議の議事録作成
商談の振り返りやトレーニング

※ Retrieval Augmented Generationの略で、「検索拡張生成」などと訳されます。

大規模言語モデル（LLM）と外部情報の検索を組み合わせることにより、回答精度を向上させる技術のことをいいます。

※ 



顧客・社員からの問い合わせ対応をAIによって自動化

②AI DX SaaS 「サポートチャットボット」
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・入力内容がAI学習に利用さ

れてしまう

・自社データが活用できない

・社員の生成AI利用状況を把

握できない

生成AIの利用に関する
課題

誰でも安心して生成AIを活用することで、あらゆる業務を効率化

24時間365日、リアルタイムでAIが自動対応

言語処理に特化した高精度なAIを搭載

導入のハードルが低く、運用がしやすい

AIで最高の問い合わせ体験を



導入実績
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熊本大学 広島電鉄株式会社

本学では、まずDX推進リーダー等の事務職員100名に「ユーザー

ローカル ChatAI」を活用してもらい、学内での実践的な利用を広げ

ています。利用したデータがAIの学習に利用されない安全な環境で

複数のAIモデルを活用できる点に加え、利用状況の一元管理や低コ

ストで多機能な点を評価し、「ユーザーローカル ChatAI」の導入を

決定しました。

生成AIの活用がビジネスに不可欠となる一方で、避けて通れないの

がセキュリティの課題でした。「ユーザーローカルChatAI」の導入に

より、安心して生成AIを活用できる基盤を整えることができました。

導入後は、単なる作業の効率化や文章作成にとどまらず、アイデア出

しや新規事業の戦略立案といった業務にも活用が広がり、私たちの

働き方に変革をもたらしています。

導入担当者様のコメント 導入担当者様のコメント

大学事務業務のDX推進に向けた活用基盤を整備し、
安全で実践的な生成AI活用を推進

路面電車・バス事業などグループ全体で生成AI活用し、
事業運営を効率化

-事例（住友精密工業、国立大学法人琉球大学、

芙蓉オートリース、イオン九州）

-三菱オートリース タクシーCM



③AI研究開発
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文章校正AI

パワポ生成AI

間違いやすい漢字の訂正や、わかりづらい
表現の修正を生成AIが提案

AIライター
ユーザーローカル独自AIとChatGPTの
連携により、書きたい記事を容易に作成可能

テキストマイニングツール

生成AIチェッカー

安全なデータ
（一般社員も

アクセス可能）

生のデータ
（限られた人のみ
アクセス可能）

匿名化

生成AIによって書かれた論文かどうかを瞬
時に判定

プレゼンテーション資料を人工知能で
自動生成

文章中に含まれる感情などの情報を
分析して可視化

Instagramハッシュタグ生成AI
写真からInstagram投稿文・ハッシュタグ
を自動生成



アルゴリズムが強化する好循環
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ビッグデータ蓄積
ビッグデータ×AIを活用

してラインナップを拡充

サービス品質向上

ノウハウ強化

利用者・お客様が増大

AI精度・分析力向上



卓越したサービス力が認められ大手企業や官公庁に導入
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メーカー
電子機器、自動車、食品等

官公庁
中央省庁、地方自治体、学校法人等

金融機関
銀行、証券等

メディア
出版、新聞社等

その他

ICT
ソフトウエア、情報通信等

2026/7/30更新済み

HP確認、契約あり

丸亀市→千葉県 変更



契
約
件
数

時間

AI DX SaaS、デジタルマーケティングSaaSともに過去最高を更新
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2026/6

新規サービスの開発と積み上げ型のビジネスモデルにより持続的な成長を実現

2026/6 更新済

み

デジタルマーケティングSaaS

AI DX SaaS



2026年6月期

実績

03

24



（単位：百万円）
2025/6期

実績

2026/6期

実績
前期比

2026/6期

通期業績予想
達成率

売上高 4,581 5,343 +16.6％ 5,284 101.1％

営業利益 1,971 2,196 +11.4％ 2,207 99.5％

経常利益 1,972 2,212 +12.1％ 2,207 100.2％

当期純利益 1,429 1,634 +14.4％ 1,523 107.3％

2026/6期 通期業績予想と実績の比較
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売上高は5,343百万円、営業利益は2,196百万円で過去最高を更新

2026/6 要更新



（単位:百万円）

売上高は前期比

16.6％増加し、

過去最高売上を更新
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経常利益は前期比

12.1％増加

（単位:百万円）

経常利益・経常利益率
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当期純利益は前期比

14.4％増加

（単位:百万円）

当期純利益・当期純利益率

28

２Q

31 53 87 
135 

201 
260 

301 325 
419 

615 

721 

954 

1,185 

1,429 

1,634 

20.2%

24.4%
25.1%

26.1%25.6%
27.0%27.4%

24.4%

25.2%

29.5%

26.9%

29.0%
30.3%

31.2%
30.6%

FY

2012/6

FY

2013/6

FY

2014/6

FY

2015/6

FY

2016/6

FY

2017/6

FY

2018/6

FY

2019/6

FY

2020/6

FY

2021/6

FY

2022/6

FY

2023/6

FY

2024/6

FY

2025/6

FY

2026/6



04

29

2027年6月期

業績予想



2027/6期 通期業績予想
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（単位：百万円）
2026年6月期

実績

2027年6月期

業績予想
増減額 前期比

売上高 5,343 6,081 +738 13.8％

営業利益 2,196 2,149 △46 △2.1％

経常利益 2,212 2,179 △32 △1.5％

当期純利益 1,634 1,503 △131 △8.0％

生成AI関連サービスへの成長投資を継続し、売上高は過去最高の6,081百万円を予想

AI関連費用の増加が今後も継続することを想定して計画を策定



今後の注力領域
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 デジタルマーケティングへの対応の遅れ
 少子化・労働時間減少で労働力不足

注力領域 (1) 創業期から上場前の2017年頃まで

32

2010 2017 2024

数十億件を超えるWebサイトやSNSのデータと当社の分析技術を活用して、
効果的なデジタルマーケティングを支援

 AI分野の国際競争力低下

インターネット広告が急拡大する中で
企業によるマーケティングのデジタル化が進まない

社会課題

1
2

3

当社のソリューション

1



注力領域 (1) 創業期から上場前の2017年頃まで
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社会課題① デジタルマーケティングへの対応の遅れ

インターネット広告

テレビメディア

プロモーションメディア

新聞

雑誌

ラジオ

出典: 株式会社電通「2023年 日本の広告費」

（億円）

インターネット広告費やSNS利用が増大し、企業のデジタルマーケティングへの対応が必須に

媒体別の広告費推移

4,965 
5,487 

6,023 
6,488 

6,872 
7,204 

7,486 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

出典:株式会社ICT総研「2016年度SNS利用動向に関する調査」

SNS利用者数の推移

（万人）



 デジタルマーケティングへの対応の遅れ

注力領域 (2) 2017年～2023年
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2010 2017 2024

社内外からの問い合わせ対応業務の自動化・効率化を支援するチャットボットを提供

 少子化・労働時間減少で労働力不足
 AI分野の国際競争力低下

1
2

3

当社のソリューション

少子化による労働人口の減少、働き方の多様化に

よる労働時間の減少により国内の労働力が足りない

社会課題

2



注力領域 (2) 2017年～2023年
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出典： 内閣府「令和6年版高齢社会白書」
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2010年代後半に入り、国内の労働力不足が深刻な課題に

実績値 推計値

テレワークの
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社会課題② 少子化・労働時間減少で労働力不足



注力領域 (2) 2017年～2023年
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国内AIシステム市場予測

2024年～2029年の年間平均成長率（CAGR）は25.6％で

推移し、2029年の市場規模は4兆1,873億円に

DXの国内市場予測

2030年度のDX関連市場は8兆円を突破する見通し

2023年 2030年

交通/運輸/物流DX 製造DX 金融DX

8兆350億円

4兆197億円

出典: IDC Japanプレスリリース「国内AIシステム市場予測を発表」（2025/5/1）

2020年頃からのコロナ禍の影響で、オンライン化・DX化が加速
AI・DX市場の拡大にあわせて、当社としてもDX支援ツールの開発に特に注力

社会課題② 少子化・労働時間減少で労働力不足



 デジタルマーケティングへの対応の遅れ
 少子化・労働時間減少で労働力不足

注力領域 (3) 2024年～
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2010 2017 2024

グローバルで使われている生成AIモデルの活用を支援

その他、特定分野にフォーカスして、より使いやすい業務支援ツールも順次提供

ビッグデータ 人工知能(AI)生成AI

 AI分野の国際競争力低下

1
2

3

当社の生成AIソリューション

グローバルな規模で急拡大するAI分野における

日本の国際的な市場競争力が落ちている

社会課題

3



注力領域 (3) 2024年～
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社会課題③ AI分野の国際競争力低下

生成AIの活用領域が拡大する一方で、生成AIの業務利用率が他国と比較しても低水準

出典：「令和７年版情報通信白書」（総務省）

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/datashu.html

55.2%

90.6%

90.3%

95.8%

0% 50% 100%

日本

米国

ドイツ

中国

活用率は55.2％と
他国と比較しても低水準

2023年 2030年

金融

社会インフラ

製造

流通

医療・介護

教育

公共

通信・放送

その他産業

出典:一般社団法人電子情報技術産業協会

「生成AI市場の利活用分野別需要額見通し」 （2023/12/21）

2,110億ドル

106億ドル

年平均
53.3％増

企業における業務での生成AI利用率（国別） 生成AI市場の活用領域の拡大



市場環境：AI需要の爆発的増大による影響
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AI需要の拡大

今後もコスト上昇が継続する可能性
コスト内訳

1社あたりのサービス利用の増加

為替の変動

システム構築・運用コスト

生成AIを社内で安全に活用するためのプラットフォームを提供

大手企業を中心として、サービスの契約件数が増加

半導体やGPUなどの需要

当社）収益面

生成AI活用ニーズを追い風として、

サービス導入が順調に進んでいる
コスト上昇ペースが加速している

当社）費用面

-1社あたりのサービス利用増により、当社が支払うAIコス

トが増加している

-システム構築・運用にかかるインフラコストが上昇してい

る

-支払い時期によっては為替の影響を受ける可能性がある

背景

-AI利用者が大きく増加している

-より高度な使われ方がされるようになってきている

世界的なAIニーズが急速に拡大している背景で、AI関連コストが急増

1. サービス利用が増加

当社製品の利用企業増に加え、各顧客が画像や音声データ、

大規模ドキュメントを含んだ高度なAI活用を進めたことで当

社が負担する生成AIモデルの利用料金が高騰

3. 為替（円安）による影響

2. システム構築コスト急上昇

AI関連コスト上昇の３つの要因

世界的なAI需要急拡大にともなって、AI利用に必要なインフ

ラ（GPU、メモリー、SSD）の供給が追いつかず、システム導入

コストが一時的に増大

生成AIモデルの利用料金は米ドル建てであるため、今後円安

が進行した場合には円ベースでのコストが増加する可能性が

ある



AIコスト増への対応：サービス強化しつつ、コスト削減できる体制を目指す
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活用率は55.2％と
他国と比較しても低水準

「契約件数の最大化」を目指しながら、今後のAIコスト削減に向け以下の対策を進める

AIコストの急激な上昇局面にある中でも、中長期の視点で、

顧客に最も近いポジションで、

顧客の具体的な課題を解決できるプロダクトを開発する。

AIコストの高騰を想定した効率的なリ

ソース配分を行い、中長期的な企業最

大化に寄与する領域へ重点的に投資

高付加価値プロダクト

広範な顧客基盤と蓄積された独自

データを最大限に活用し、

顧客の具体的課題を解決する実効性

の高いプロダクト開発に注力

AIコストの急激な上昇局面にある中でも、短期的な利益にとらわれることなく、

中長期の視点で、顧客に最も近いポジションで、

顧客の具体的な課題を解決できるプロダクトを開発する。

●契約社数増（シェアの拡大）入れる

変動するコスト環境に左右されない、持続可能な成長基盤の構築

低コストAIモデルやオープンモデルを活用

AIモデルの高性能化によって、以前と同じ以上のレベルのタスク実行が安価なモデルで代替可能となってき

ている。低廉な生成AIモデル活用やローカルLLMの検証を進めて費用対効果向上を図る。

AIによる高付加価値プロダクトの開発

当社の広範な顧客基盤と蓄積されている独自データを最大限に活用し、顧客課題を解決する実効性の高い

プロダクトを提供し、AIによるコスト増を上回る強固なサービス基盤を構築する。

生成AIによる高速な開発体制を整備

「コーディングエージェント」によるプログラミング自動化によって、システム実装スピード向上と性能向上を

同時に実現。エンジニアは顧客ニーズ充足に専念し、市場競争力を強化する。

国内労働人口の減少

多様な働き方の広がり

1

2

生成AIの発展3

1

2

3



今後の注力領域
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既存サービスへの生成AIの組み込みを進めることで、

分野特化型の使いやすい業務支援ツールの開発

既存サービスへの生成AI組み込みを進め、

さらに使いやすい特化型業務支援ツールを提供

各企業の個別業務に合わせたAIエージェントを

ユーザーが自由に作成できる環境の構築

AI研究開発

誰でもAI活用が可能に

AI技術の応用

ChatAIを中心としてAIの研究開発を進めるとともに、

そのAI技術を既存サービスにも組み込むことで、AIのさらなる業務活用を支援



AIエージェント（AI Agent）とは

42

利用者

生成AI

AI利用者が具体的な指示をしなくても、AIがエージェント(代行者)として自律的に業務を遂行

利用者側の指示に依存しないため、スキルを問わず誰でもAI活用が可能

AIエージェント

生成AI

生成AI

成果物①

成果物②

成果物③

利用者

プロンプトによる指示①

プロンプトによる指示②

プロンプトによる指示③

業務を遂行するためには

AI出力を元に、利用者自身が

取りまとめる必要がある

業務のゴールを
指示

業務遂行に必要な処理を自ら判断・実行

情報収集・分析・整理

計画策定

文章・画像等の生成

タスク整理

・・・

・・・

・・・

細かな指示不要で

AIエージェントが

自律的に業務を完結



ユーザーローカル ChatAI 「カスタムAIエージェント」
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カスタムAIエージェント
社内業務に合わせて最適なエージェントを作成可能

①企業分析を
自動化したい

②目的達成に必要な
タスクをAIが思考

③企業分析を自動で行う
AIエージェントを生成

AI 企業の歴史や沿革を調査

業績やIR情報を検索

事業内容や実績を整理

分析レポートを作成

Step1

Step2

Step3

Step4

（作成後はカスタマイズが可能です）

利用者

カスタムAIエージェント

①企業分析を
   自動化したい

②目的達成に必要な
   タスクをAIが思考

AI

Step 4

Step 1

③企業分析を自動で行う  
   AIエージェントを生成

社内業務にあわせて最適なエージェントを作成可能

Step 2

Step 3

企業の歴史や沿革を調査

事業内容や実績を整理

業績やIR情報を検索

分析レポートを作成



業務特化型AIエージェントカスタムAIエージェント

デジタルマーケティングSaaSにもAIエージェント実装を展開
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カスタムAIエージェント
社内業務に合わせて最適なエージェントを作成可能

①企業分析を
自動化したい

②目的達成に必要な
タスクをAIが思考

③企業分析を自動で行う
AIエージェントを生成

AI 企業の歴史や沿革を調査

業績やIR情報を検索

事業内容や実績を整理

分析レポートを作成

Step1

Step2

Step3

Step4

（作成後はカスタマイズが可能です）

利用者

カスタムAIエージェント

①企業分析を
   自動化したい

②目的達成に必要な
   タスクをAIが思考

AI

Step 4

Step 1

③企業分析を自動で行う  
   AIエージェントを生成

社内業務にあわせて最適なエージェントを作成可能

Step 2

Step 3

企業の歴史や沿革を調査

事業内容や実績を整理

業績やIR情報を検索

分析レポートを作成

AI DX領域で開発してきた汎用性の高いAIエージェントを、

デジタルマーケティング領域に最適化して組み込み、業務特化型の高精度な意思決定と実行を自動化

AI DX領域で開発してきた汎用性の高いAIエージェントを、

デジタルマーケティング領域に特化して組み込み

AI DX SaaS デジタルマーケティングSaaS

汎用性が高く、ユーザーが自由にカスタマ

イズすることで効率的に業務を遂行

+

AIエージェントと、過去の運用実績データや専門的な知見を掛

け合わせ、業務に特化した質の高い成果を創出

マーケティングの知見

蓄積されたデータ



User Insight AIエージェントによる分析・改善施策の自動提案
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カスタムAIエージェント
社内業務に合わせて最適なエージェントを作成可能

①企業分析を
自動化したい

②目的達成に必要な
タスクをAIが思考

③企業分析を自動で行う
AIエージェントを生成

AI 企業の歴史や沿革を調査

業績やIR情報を検索

事業内容や実績を整理

分析レポートを作成

Step1

Step2

Step3

Step4

（作成後はカスタマイズが可能です）

1クリックでサイトのアクセスデータをAIが網羅的に分析し、改善施策を提案

チャット形式で分析の深堀りや施策の相談も可能



SNS管理ツールSocial Insight、生成AIで作業自動化やリスク検知強化
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クチコミ調査、投稿文提案、反響分析など改善のサイクルを生成AIが自動化

AIが投稿案を自動作成 炎上リスクを事前調査

大量クチコミ投稿をAIが自動分類投稿への反響を自動レポート



電話問い合わせを代替する「音声AIエージェント」の開発
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音声対話でWebサイト訪問者の問い合わせ対応を自動化

話しかけるだけで使える直感的な音声エージェント

マニュアルや製品サイトを学習

会話内容をテキストマイニングし、キーワードを可視化

顧客はマイクボタンを押して話しかけることで質問でき、回
答も音声で返されるため、文字入力の手間なく簡単に利用可
能

最新の生成AIとRAG(検索拡張生成)技術によりソースを参
照しながら回答を生成することで、想定Q&Aを事前に作り込
む手間を削減し、短期間で運用開始可能

顧客との会話内容はテキスト保存され、あとから管理画面か
ら確認可能
これまでの質問内容をユーザーローカル独自の自然言語処
理技術でテキストマイニングすることで、多くの顧客がどの
ような点に困っているか、疑問を持っているかを可視化



個別業務に特化した生成AIサービスを開発予定
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広告宣伝

営業 投資会計

校正 採用

教育

プレゼン資料を自動作成

プレゼンテーションスライド作成のための煩わし
い作業をまとめて自動化

書きたい記事を自動作成

書きたい内容に関する単語を2、3個入力するだけ
で長文記事でも自動的に生成

生成AIによって書かれたかを判定

生成AI特有の言い回し・語彙の偏りを検出して、
人工知能が作成した可能性を自動で判定

ユーザーローカル パワポ生成AI 
URL: https://ai-tool.userlocal.jp/powerpoint_maker/ 

ユーザーローカル AIライター
URL: https://ai-writer.userlocal.jp/

ユーザーローカル 生成AIチェッカー
URL: https://ai-tool.userlocal.jp/ai_classifier

当社独自AIと生成AIを組み合わせ、特定の業務にフォーカスした業務支援ツールを継続的に開発



本資料にかかる注意事項
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この資料は投資家の参考に資するため、株式会社ユーザーローカル（以下、当社）の現状をご理解いただくことを目的

として、当社が作成したものです。当資料に記載された内容は、一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当

社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の事由により､予告なしに変

更される可能性があります。

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みま

す。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異な

る結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正を

おこなう義務を負うものではありません。
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